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尼崎積層日記　（一部抜粋）

3/11㈮

第 1回白髪一雄現代美術賞を受賞した旨のメールが尼崎市役所文化振興担

当の藤平征太さんから送られてきた。授賞式スケジュールのすり合わせやプレ

スリリース情報等の準備をする。

3/23㈬

プレスがリリースされ HPや SNSにて公開される。

4/7㈭

授賞式のため、京都から尼崎市役所へ向かう。JR立花駅南口に 9:30前に

市役所の方と待ち合わせ。少し早めに到着したため、駅にある千鳥屋宗家と

いう和菓子屋に立ち寄り春の小箱というお菓子を買った。包装のあいだ、店

員さんがお茶と小豆の入った美味しいお菓子を出してくださった。迎えにきて

くださった藤平さんと合流でき、尼崎市役所へ向かう。文化振興課は市役所

の 7Fにあり、入って右手の席に通される。課の方が広い方のテーブルに座っ

てくださいと声をかけてくれた。部長の立石孝裕さん、課長の曽田研之介さ

ん、係長の原田絹子さんにご挨拶する。曽田さんは昔新聞記者で、スポーツ

欄を担当されていた。立石さんは学生の頃京都の一乗寺にお住まいだった。

原田さんはとても柔らかい話し方をされる人だ。市長室は 2Fにあり、待合

の部屋で 10:30まで待機。局長の中川照文さんとご挨拶する。中川さんは明

るく話しかけてくださり、緊張がほぐれた。「僕も緊張すると早口になるんです」

と曽田さんも話しかけてくださった。副市長の吹野順次さん、市長の稲村和

美さんとご挨拶する。受賞者謝辞の際、稲村さんが「堅苦しいのはやめに

して座ってお話しましょう」と言ってくださったので、フランクに話すことがで

き、とてもありがたかった。吹野さんは寡黙なイメージだったが、懇談の際

に、作品に驚いた旨のコメントをくださった。稲村さんがふと口にした「この

町はさまざまな地層でできているんです」という一言がとても印象に残ってい

る。自作の phonation≪南天≫、phonation pice≪ Fu≫の制作解説をし

たり、茶道、掛け軸、英語の発音や白髪一雄に関する話をしたように思う。たっ

た 30分の式だったが、実りのある時間だった。賞状、副賞、Amagasakiと

いう市の発行する Photo bookをいただいた。藤平さんの運転で立石さん、

原田さんとともに A-LABへ向かう。車内でおすすめのゲストハウスや飲食

店などを聞いてみる。A-LABでは、あまがさきアート・ストロール in A-Lab 

Enjoy！が開催していた。A-LABスタッフの八木慎ニ郎さんとご挨拶する。八

木さんはギャラリーのつくりや設備、今回の展覧会内容の解説などをしてくだ

さった。久保沙絵子さんの三和市場のイラストが印象深かった。お茶室の障

子窓を開いて見た隣の中学校と桜の景色がとてもきれいだった。作品を見終

わり、藤平さん、八木さんと今年度の展覧会スケジュールの簡単なすり合わ

せをし、A-LAB archives vol.1-vol.28までをいただいた。すごい厚みだ。原

田さんが伊藤瑞希さんの作品を見て感動で涙が出たとおっしゃっていたのが印

象的だった。立石さんと、入りづらい店構えのご飯屋さんが美味しいことって

ありますよねという会話をした。藤平さんの運転で JR尼崎駅まで送ってもら

う。駅で尼崎の森中央緑地、尼崎市立歴史博物館、尼崎城のパンフレットを

もらって、キューズモールの蕎麦一献 げんでおろしそばを食べ、サンマルクカ

フェで珈琲を飲みながらA-LAB archiveを読み展示計画を少し練り、電車で

京都へ帰った。

4/11㈪

尼崎という地名の由来について調べてみた。尼崎市のwebサイトには "漁民・

海民が住む海に突き出た土地というのが、地名の由来と考えられます "と書

いてあった。今度尼崎へ行く際には、尼崎市立歴史博物館へ行ってみようか

と思う。単なる言葉遊びかもしれないが、尼から比丘尼を連想した。道心寺

というお寺が気になる。

5/31㈫

尼崎市神社案内というサイトを見つける。尼崎には 66箇所も神社があるよう

だ。調べると素盞嗚神社は 25箇所もある元々は牛頭天王の神社であった場

所が多いようだが、明治維新の神仏分離政策により改称させられた。

7/29㈮

8月には尼崎へ行けそうなので、いろいろな所へ行ってリサーチをしたい。

8/6㈯

尼崎市総合文化センターで開催中の小沢さかえ展と白髪一雄記念室に行く。記

念室で白髪の作品計画帳というのを見つけたので見てみたが、丁寧に書き込ま

れていて面白かった。ぶら下がりながらマジックで壁に線を引くのはちょっとやっ

てみたい。2Fにあるカフェブラヴォーでバナナジュースを飲んだ。バナナが濃く

てとてもおいしい。これで 400円はお得だと思う。

8/8㈪

Listen Radioというアプリで FMあまがさきのラジオが聴けるらしくダウンロー

ドしてみる。リメンバー・ミュージックという番組から、中村中さんの友達の詩

という歌が流れてきた。

8/31㈬

Artist Gate NEXT STEPを観にA-LABへ。和室で展示されている木原結花さ

んの作品と、その作品の影が面白くて印象的だった。作品解説映像をみていた

ら八木さんから冷えた綾鷹をいただく。駅前のリトルマーメイドというパン屋さ

んでアイスカフェオレ、エビとブロッコリーのサラダ、エビアボカドサンドを食べ

る。

中央商店街についてのメモ

凹凸、余白、でこぼこ、欠け、深み、地層、いびつ、パンクスな印象

1番街　ほぼパチンコ屋

3番街　濃い

4番街　寺町七福神

5番街　尼五郎

三和本通商店街

光、明、陰影、路地裏、猫、果物

9/14㈬

尼崎市立歴史博物館で、水曜歴史講座を聴講する。講師は芦屋市立美術博物

館の学芸員大槻晃実さんで、初代尼崎市長・画家の桜井忠剛 (さくらいただか

た )さんの研究に関するお話だった。木の板や流木にも油絵を描くチャレンジン

グさをもつ、市民にとても慕われた市長であった。とても聞き応えのあるお話

だった。その後、藤平さんと原田さんが尼崎の工場地帯を車で案内してくださっ

た。レンゴー尼崎工場と、クボタ阪神工場を通り、関西熱化学工場へ行った。

夕暮れの工場地帯はまだ働いている人の姿も見えて、スケールの大きさに圧倒

された。工場地帯はまた寒くなったらきてみたい。尼崎の面白いところは、暮

らしている人の姿自体がすでに見応えがあるというところにある。観光地として

名所をわざわざ作るのではなく、すでにもうある面白いものを人々が見出して、

そこを案内するためのMAPを色々な人が作成して置かれている。そこを歩く人

が何に着眼点を置くかで、見出されるものが変化する。JR立花駅まで送っても

らう。駅前のミスタードーナツで海老と鶏の野菜涼風麺と蜜いもブリュレを食べ

て帰った。

9/15㈭

次に行ってみたいところ

三和商店街

えびす神社

田能資料館



エントランス・踊り場・和室

－ 1 － － 2 －

尼崎の土地で心惹かれた場所を実際に素足で歩き、地面をフロッタージュし感触をメモした地図。天井から

吊るされている地図には玉江橋、階段脇の窓枠にあるものはA-LABの真隣にある市の坪公園、和室にはアウ

クスブルク広場を転写した。

< 裸足の地図 -尼崎- >　グラファイト、トレーシングペーパー サイズ可変 (2023) 
協力：わたしたちのフリーハンドなアトラス



－ 3 － － 4 －窓ガラス越しに見えたもの、聞こえてきた音、かつてあったものなどを発話している。

< Phonation -Out of the window- >　口紅 サイズ可変 (2023)

階段・ロビー・廊下



< Phonation piece -syllabary- >　ポリエチレン樹脂 サイズ可変 (2022)

ポリエチレン樹脂を口に含み、「あ」から「ん」までの50音を発声した口内の型取りを行った。

ROOM1

－ 5 －



－ 8 －

－ 8 － 
ポリエチレン樹脂を口に含み、「ふれる」と発声した口内の型取りを行った。

< Phonation piece -Fureru- >　ポリエチレン樹脂 サイズ可変 (2022)

< Phonation piece -Fureru- 制作記録映像 > 1:27 (2022)

ROOM1

－ 7 －



－ 10 －

倉庫

－ 9 －

< Phonation -Dialog- ・ Phonation -Out of the window- 制作記録映像 > 3:57 (2023)

< 尼崎積層日記 >　5230字 (2023)

2022年3月から2023年2月までに記した尼崎と自身にまつわる日記。

< ヒノデ阿免本舗取材記録 >　5365字(2023)

2023年2月3日にヒノデ阿免本舗を取材した際の音声記録の書き起こし。



－ 12 －

尼崎でさまざまな人と対話した際の記録を一部抜粋し、口紅を塗った唇を壁に押し当てて発話しなおした。

< Phonation -Dialog- >　口紅 サイズ可変 (2023)

－ 11 －

廊下



－ 14 －

ROOM3

< a day in the life (黒地) >
< a day in the life (白地) >

パネル、和紙、シャチハタスタンプインク、サンビーエンドレススタンプ 1000×2000×100mm (2016)

12か月、365日を一日ずつ数字スタンプを使って押していく。昨日と今日はどのように違っているのか、たった一日が

ずっと続いていく一年という時間軸について考えるための作品。カレンダーとしても機能する。

< 繰り返しくずれる黒 -edition3- >
< 繰り返しくずれる白 -edition3- >

パネル、和紙、シャチハタスタンプインク、サンビーエンドレススタンプ 1000×1000

×35mm (2015)

画面の中央に、一直線のラインをRとEの判で引く。中央ラインの基準に沿って、上下それぞれ画面をうめていく。 

インクを付着させるのは1ラインにつき一度のみ。 文字の崩れ方を観察する。

< くずれる黒 -edition2- >
< くずれる白 -edition2- >

キャンバス、シャチハタスタンプインク、 アクリルガッシュ、サンビーエンドレススタン

プ 800×400×35mm (2013)

－ 13 －



－ 16 －－ 15 －

息骨とは声、音声のこと。また浄瑠璃・近松門左衛門作・出世景清の演目中において

 「腕かなはずば、など息骨でも立てざるぞ」(腕がかなわぬなら声でも立てぬか)という表現がなされる。

< Phonation piece -ikibone- >　ポリエチレン樹脂 サイズ可変 (2023)

尼崎と関わりの深かった詩人、杉山平一が書いた詩 「その声」と 「声」を発話した。

< Phonation piece -その声- >　ポリエチレン樹脂 サイズ可変 (2023)

< Phonation piece -声- >　　　ポリエチレン樹脂 サイズ可変 (2023)

和室



－ 18 －－ 17 －

展評「声のかたちを求めて」　平田剛志

　レコーダーに録音された自分の声を聴いたとき、自分の声なのにまるで知らない声を聴くようだった。自分
の顔が自分で見えないように、自分の声は自分で聴くことができないらしい。自分の身体はときに想像もし
ない現象やかたちをもたらす不可思議な存在である。
　尼崎のA-LABで開催された第一回白髪一雄現代美術賞受賞者展として開催された林葵衣の個展「有り体
を積む」は、作家の足や唇、声や筆跡など、思いもよらない身体の「かたち」に満ちていた。
　展示は足跡からはじまる。林が尼崎の各所を素足で歩き、地面をフロッタージュした《裸足の地図 -尼崎
-》、続くROOM1と和室には博物標本や鉱物のように小さく透明な塊がライトボックスに並ぶ。「Phonation 
piece」と題されたこのシリーズは、作家がポリエチレン樹脂を口に含み、ひらがなの50音や尼崎ゆかりの詩
人杉山平一（1914-2012）の詩を口内で発話し、型取りした「声」のかたちである。作家の口内を型取りして生
まれた身体的、官能的な光り輝く美しい「かたち」が鮮烈だ。
　ロビーや廊下の窓ガラスと壁面には口紅の跡がある。これらは尼崎の人々との対話や窓から見えたものや
音を、口紅を塗った唇を壁や窓に押し当てて発話した痕跡である。鑑賞者は、知らない言葉を解読するように
窓や壁を眺める。ROOM3にはRとEのスタンプを画面中央に引いた線に沿って押印し、文字の崩れを観察す
る初期の絵画「繰り返しくずれる」シリーズが展示された。

　以上のように、本展では開催地である尼崎の歴史や人々、風景などを声や言葉、身体や発話によるズレと反
復によって現した作品が並んだ。林の作品は、口内や口紅跡など、身体性が印象に残る作品である。だが、こ
れらの作品の根底にあるのは、本展に展示された絵画のタイトルが示しているように、「繰り返し」と「くずれ
る」にある。
　例えば、初期作から新作まで一貫しているのは、足や唇、声のかたち、スタンプが連続していることだ。
「Phonation piece」の音は整列し、《Phonation -Dialog-》の口紅跡の発話は横に連なる。つまり、同じ箇所
に続けて発話するのではなく、一音一音に異なる場所が与えられ、連続した音節、文章となるように音（声）を
残しているのだ。
　「有り体を積む」と題された本展で、林は一か所に発話を積み上げるのではなく、空間に水平的に連続、反
復して発話する。それは、発話や言葉のかたちを可読可能にするためだろうか。だが、その「声のかたち」が言
語として理解できるかは読心術の心得があっても難しいだろう。つまり、林は発話をラインとして繰り返すこ
とで声のかたちや言葉の意味が「くずれる」さまを見せようとしているのではないか。それは、発話のイント
ネーションや間、パフォーマンスや鑑賞＝読書という身体の移動も含めてこのような技法（文法）に到達した
のではないだろうか。

　林の口紅の痕跡が残すかすれや発話のくずれは、李禹煥の線や点が掠れていく絵画シリーズ「線より」、「点
より」シリーズの反復と差異、集積を想起するかもしれない。だが、林の制作においては、身体や場所性を通じ
て思いもよらない、見えない「声のかたち」を捉えようとしているように思える。
　ここで林と対比的に位置づけてみたいのは野村仁である。野村は五線譜を写し込んだフィルムで月を連続
撮影した《 'moon' score》（1975-）や音声を使った「聴覚映像」と呼ぶ作品を通じて、「意志とかかわりの無い
形態」を探究してきた。
　野村のデビュー作である遅延論を意味する《Tardiology》（1969）は、高さ8メートルに組み上げたダンボー
ルが自重で崩壊していく様子を記録した写真作品である。本作で、「意志とかかわりの無い形態」に気づい
た野村は、以後も写真を媒体に昇華して小さくなっていくドライアイスの重量と時刻を記して連続撮影した
《Dryice: 1969》（1969）をはじめ、路上の日時、太陽や月の運行など、自然現象や物質の移行や消失、ズレを
写真で記録していく。

　また、1970年代に音を素材に制作された「HEARING」シリーズでは、商品を購入する際の会話を録音して
カセットやレコード化し、さらに会話を台本に書き起こした。また京都国立近代美術館に向かう道すがら《公
衆電話を使って、その位置から磁石の指し示す北の方角に見える全てをそのまま、075-76-4113へ報告する》
（1970）パフォーマンスの録音と記録写真などがある。¹ 
　以上、野村と林はモチーフに天体と身体という違いがあるが、どちらも変容し、消えていく現象を観測・記録
した点で共通性がある。また、日常の音声や会話の記録を素材とした野村の「HEARING」シリーズと林の本
展展示作、野村の《Tardiology》と林の「繰り返しくずれる」シリーズには、彫刻と文字が重力と身体によって
崩れるさまが記録され、ズレや変容への関心を確認できるだろう。
　一方、両者の違いは、野村が視覚的な「見る」、林は聴覚的な「聞く、話す」行為が制作の根底にある。野村
の音声をモチーフとした作品は、内容や場所性よりは音声記録を異なる記憶媒体へと拡張していく作品だっ
た。対して、林は身体と物質、場所との関わりから、声や言葉を記録していくことに特徴がある。
　こうした林の作品は、スタジオなどの録音環境とは異なる場所の音を録音するフィールド・レコーディング
の言葉でいう「フォノグラフィー（phonography）」の実践と呼べるだろう。 ²その語源は、ギリシア語で「音」や
「声」を意味するphoneと「書くこと」を意味するgrapheを組み合わせた造語である。 ³野村の客観的な写真
（photography）と異なり、林は主観的な身体によるフォノグラフィーによって、音声を視覚化しているのだ。
林の声の探究はどのフィールドへと向かうのか。その音声はおそらく私たちがはじめて知る「声のかたち」だろ
う。さらなる「音」の記述に眼を澄ましたい。

  ¹金子智太郎 「別物になる音―1970年代における野村仁の『聴覚映像』」日本美術サウンドアーカイヴ、
2018、https://japaneseartsoundarchive.com/jp/texts/leaflet4-2/ （2023年7月11日参照）
  ²林は藤本由紀夫を中心に音と文字、グラフィックスを実験的な表現で探求するユニット「phono/graph」
にも参加している。ユニット名は、蓄音機を意味する「phonograph」に由来する。ユニットでの発表が林にも
たらした影響については今後の課題としたい。
  ³柳沢英輔 『フィールド・レコーディング入門――響きのなかで世界と出会う』フィルムアート社、2022.4、
52頁。



WS　 声のかたちをつくってみよう
日時　令和 5 年 3 月 4 日㈯、18 日㈯　14 時 ～16 時
場所　A-LAB ロビー

WS 　はだしの地図をつくってみよう
日時　令和 5 年 3 月 5 日㈰、21日㈫㈷　14 時 ～16 時
場所　A-LAB ロビー、小田南生涯学習プラザ

－ 20 －－ 19 －

ワークショップ
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妹尾綾 ( 以下：妹尾 )　本日、進行をさせていただきます、

尼崎市文化振興財団学芸員の妹尾綾と申します。よろし

くお願いいたします。出演者のお二人をご紹介させてい

ただきます。個展の出品作家で白髪一雄現代美術賞第１

回受賞者の林葵衣さんです。

林葵衣さん ( 以下 : 林 )　林葵衣です。ありがとうござい

ます。

妹尾　具体美術協会の元会員、今井祝雄さんです。

今井祝雄さん ( 以下 : 今井 )　よろしくお願いします。

妹尾　お二人は実は、以前から、一緒にお仕事もされた

ことがあるということで、色々なお話を伺えると思いま

すので、よろしくお願いします。その前に、白髪一雄現

代美術賞というものについて、少しご説明をさせていた

だきます。白髪一雄さんは、今井さんと同じく具体美術

協会の会員として活躍された現代美術作家でいらっしゃ

いましたが、尼崎市の出身でお生まれから亡くなるまで

ずっと尼崎で活動されてました。住んでおられただけで

はなくて、非常に尼崎市に思い入れがあって、作品をた

くさん生前に寄贈していただき尼崎市の所蔵作品になっ

ています。亡くなられて５年後に、それを常時観ていた

だく場所を作らないといけないなということで、白髪一

雄記念室を作りました。白髪一雄さんという画家を通じ

て、尼崎市をアピールすることにもなるということで、

市を挙げて取り組んでいます。来年 (2024 年 ) はちょ

うど白髪一雄さんが生誕１００年に当たる年で、より一

層白髪一雄さんを知っていただく機会になるということ

で、今取り組んでいます。その中で白髪一雄さんという

方を伝えていくというだけじゃなくて、今度は新しい

アーティストを生み出す尼崎でありたいということで、

現代美術賞を設けて、あるいは A-LAB という場所も若

い方を尼崎から生み出していきたいということで、活動

しています。具体美術協会の会員の皆さんが、「グタイ

ピナコテカ」という A-LAB のような発表する場を持っ

ていました。そこにいろんな海外からのアーティストが

来て、交流を重ねて、現代美術センターみたいな場所だっ

たと聞いています。白髪さんのことをご存知だった今井

さんから、その活動、具体のことなどお話を頂ければと

思います。よろしくお願いいたします。

今井祝雄 × 具体

今井　今井祝雄です、よろしくお願いします。尼崎は、

久しぶりなんですけれども、結構尼崎との関わりもある

んです。一番最初は白髪さんのアトリエをお訪ねしたこ

出演 林葵衣( 美術家 )、今井祝雄( 美術家、元具体美術協会会員 )
聞き手 妹尾綾（尼崎市文化振興財団 学芸員）
日時 令和 5 年 3 月 19 日 ( 日 ) 14 時 ～16 時
場所 A-LAB ロビー

とですね、1960 年代ですけれども。1964 年に「第

14 回具体美術展」が大阪の高島屋でありまして、その

時に初めて出品したんですね。白髪さんとお会いしたの

もその時が初めてだったのかなと思います。当時の私は、

まだ 17 歳だったんですよ。たまたま 17 歳の終わりの

頃に心斎橋で個展をしたわけですけれども、この時に具

体の人たちに観に来て頂いて、口づてにいろんな具体の

メンバーが来られてですね、最終日に代表である吉原治

良さんが来られて、その時に「2 か月後に高島屋で具体

展するからよかったら持っといで。」とお誘いを受けて。

それがきっかけで出すことになったんですけれども、先

程妹尾さんからお話がありましたように、土蔵を改造し

たグタイピナコテカという小さい美術館が大阪の中之島

にあったんです。芦屋が具体の発祥地であるんですけれ

ども、活動の拠点が大阪に移ったんですね。私は、大阪

の住吉に住んでいますけれども、足繁く搬入や搬出、当

番とかですね、あるいは会議があったりでそこへよく

行っていたんですね。そういう意味で、ピナコテカと

いう土蔵の美術館ですけども、そこが美術大学へ行かな

かった私にとっては「具体大学」という風に位置付けて

いるわけです。尼崎ということでは、'70 年万博に屋外

彫刻として出品しました《3 トン石》という作品があっ

て。万博は半年ですね、開催されて終わった後、ほとん

どの建物は、取り壊していくことが前提で、会場に置い

てあった彫刻なんかも終わってから所有権は万博協会に

なっていますので、近辺の市町村に、希望があれば寄贈

するということで。何故か私の作品は尼崎市に寄贈され

ることになって、設置する時に初めて橘公園という所に

行ったんです。大きい自然石で上から白い塗料を、半ば

ぶっかけたっていうか、半ば石の肌が見えてとか、自然

と人工とのせめぎ合いみたいな、そういう作品だったん

です。公園に置かれているもんですから、子どもが靴で

踏んづけたり乗ったりするわけですから、ペンキが自然

に剥がれて、ただの石になっているんですけれど。( 笑 ) 

ある時に万博のいろんな遺跡を訪ねるマニアがいて、そ

の人が写真を送ってくれて、現状こうなっていますよ

と。それで改めて僕も見に行ったんですけれど、石の窪

んだ所にわずかに白いペンキの痕跡が残っているという

状況でした。具体解散後は、それまでは空間造形的な作

品を作っていたんですけれど、空間だけではなくて、時

間も作品に盛り込めないかということで、写真であった

りとか、あるいはその頃 8 ミリブームの後にビデオが

1970 年代の終わりごろから普及しだして、ビデオも使

うようになったり、ややコンセプチュアルな作品を具体

以降は作るようになったんです。僕はその後滋賀の成安

造形大学に教えに行っていたんですけれども、彫刻だっ

たら石や木や鉄とかですね、それが素材になるわけです

が、私の学生たちにはそういう風に決めないで地球上の

物すべてが素材であるというように指導をしていました

ね。その中で映像作品から、特に 80 年代に入ってから

は街の中の彫刻とかオブジェですね、いわゆるパブリッ

クアートをやりだしたりするわけです。尼崎市はそうい

う点では、ちょっと進んでいて、今日も駅前に行くと、

速水史朗さんって知っていますか？石の柱に円盤のよう

な石が載っていて、本当は水がだーっと噴き上がるんで

すけどね。狭い場所に設置しているので、水が周りの人

たちにかかるので、止められて久しいですけど。

トークイベントの様子

今井祝雄さん 3 トン石 (2023 年 8 月 橘公園 )

アーティスト・トーク
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これまでの制作活動について

林　ありがとうございます。今回白髪一雄現代美術賞を

頂いて、私も今井さんにお話しいただいたみたいな具

体の方々とのご縁をすごく感じると同時に個人的には

他の賞にも応募はしているんだけれども、選んで頂くの

が具体の賞であるという事実も受け止めて、自分が元々

身体的なことに興味を持って制作しているということが

あるので、その自分が気になっていることの軸はぶらさ

ずに制作を続けていきたいなと思っています。自分のこ

れまでの制作についてを出自も含めて少し紹介していけ

たらなと思います。私は 1988 年の京都府生まれで、

2013 年に京都造形芸術大学 ( 現 : 京都芸術大学 ) を卒

業しました。美術家として自分の身体と自分の意識、意

図とのズレの可視化、また見えないもの、音声であると

か、歩くということとかを可視化するということをコン

セプトにしています。近年の活動としては、京都で制作

をしているので、京都で個展をしたりとか、大阪でも展

示をさせていただいたり、2021 年に高松市美術館で第

４期常設展で作品を出させていただきました。高松市美

術館は白髪一雄さんの作品を所蔵していまして、その作

品のお隣で制作させていただくというコラボをさせてい

ただいたりということが、偶然ありました。という風な

形で近年は活動しています。ここからはちょっと遡って

なぜ身体を使う作品を作るようになったのかということ

を少しご紹介できたらと思います。昔、私は絵を描いて

いまして、自画像というか、イラストでもあるしちょっ

と植物が生えているような、鮮明な色を使った作品を主

に描いたり、後は風景画ですね、自分が見た景色とか風

景に編集を加えて植物がばーっと生えているようなもの

を描いていたんですけど、それをずっと描き続けていく

ことに行き詰まりを感じて、なぜこれをずっと描き続け

ているんだろうってことを考えた結果、もっと自分自身

の動き自体を描くことは出来ないだろうかという方向に

進みまして、自分の見ているものを描くということから、

自分の身体の反応自体をアウトプットできないだろうか

ということを考えて、スタンプを繰り返し押すような作

品を作っていくようになります。

これは、スタンプのシリーズなんですけど、同じスタン

プ、アルファベットの「R」と「E」のスタンプを真っ

直ぐラインに沿って出来るだけ真っ直ぐ引いていくんだ

けれど、どうしても定規を当てていないのでズレてしま

う。でもそのズレ自体が「自分」なんだということを考

えてやっている作品です。身体を使うことで起きたズレ

というのは、1 回目に押したスタンプと２回目に押し

たスタンプがズレてるそのズレ自体が、「自己」という

ことで考えて制作していました。色彩の残像は、補色の

関係で緑と赤とか黄色と紫っていうその補色ということ

でこれをずっと見ていると網膜にこの点々が残るんです

ね。この作品から目をパッと離しても、点々が残ってい

ることで、絵から目を外しても何かが残っている、何を

見ているんだろうみたいなことが面白くてそういう作品

を作ることもやっていました。これも身体の反応ですね。

ドットが網膜に残って本来の図や形が目を外したら見え

なくなるという視覚の曖昧さを見ている作品です。

それ以降やっているのが、音に注目する作品で、この作

品は自分が描いてるドローイング中の音を音楽として録

音して、描かれたものを「楽譜」として、やっている行

為を「演奏行為」という風に見立てて作っています。ス

プレーをシューと噴いている時の音とかを録音して、そ

れを聞くことでもう１回この楽譜が再現可能なんじゃな

いかという作品です。描かれた痕跡を見たら音が再現で

きるということは、楽譜という前提でやっています。

この作品を作ったことによって、鳴っている音とか喋っ

ている音を図像としてもう１回描けないだろうかという

ところで《Phonation》という作品が生まれました。唇

に口紅を塗って喋る、いろんな壁とかに喋ったその口の

動きを音声として展示している作品です。これに至った

経緯としてその視覚と聴覚の関係を入れ替えた作品を

作ったことで、図像として声だったり音を残せないかと

思い、音声を録音とは違う別の記録の方法を探り始め

ました。《Phonation》を始めたきっかけは、化粧を普

段するんですけど、化粧しているものを落とすときに

ティッシュで口紅をギュって拭うんですけど、その拭っ

たティッシュ自体が絵具の転写に近いなと思いまして、

そのティッシュ自体をキャンバスに置き換えてみたら、

喋ってる人が見えるというか、その口紅に喋りかけられ

ているように見えて、それがすごく面白いなと思って、

これをいろんな場所で出来ないかなということで、口紅

そのほかにも近松公園に近松門左衛門の銅像があった

り、その近隣に小林陸一郎さんという人が作った抽象的

な作品があったりとか、街の中に彫刻がけっこうあった

りするわけです。そういうものを僕はリサーチしていま

して、何度か尼崎市を訪れたりしていたんです。近年は

そういう素材を限定しない、いろんな仕事をやっていま

すが、話し出すときりがないのでちょっとこれぐらいに

しておきたいと思います。白髪一雄現代美術賞ができた

ことを非常に嬉しく思っていて、よく個人の名前を冠し

た賞なんてありますけども、その中でも一番応援したい、

そういう風に思っているんですね。それは何故かという

と、単に絵とか彫刻を集めて品評会のように選ぶだけで

はなくて、成果物として、個展として見せる、そういう

意味で単なる品評会ではないコンクールとして非常に期

待しているところです。その第１回目に林葵衣さんが選

ばれた。彼女との最初の出会いだけ話しますと、芦屋市

展に応募されていたんですね。私、その時審査をしてい

て。実はこれも白髪一雄さんの後任としての審査員だっ

たんですね。ある時電話があって、「今井君。わし、し

んどいから後やってくれへんか。」ということでですね、

審査をやりだしたんです。その時に出品された林さんの

作品、ちょうど展示室にありますが、スタンプをいっぱ

い押した一見抽象画的な作品ですけれども。その時に吉

原賞という賞が付いたんですね。吉原賞というのは、吉

原治良の遺族の方が出している賞なんですね。最初に吉

原賞、そして今回白髪一雄現代美術賞ということで、具

体との縁を非常に深く感じるところですね。

妹尾　具体美術協会のメンバーの方々は、吉原治良さん

という方が「人まねをするな」ということをずっとおっ

しゃっていたということで、それぞれ個性がありますの

で全員が同じようなスタイルではないんですけど、特に

白髪さんの場合は、身体性であるとか行為というものが

一番重要なところになってくると思います。林さんと全

然スタイルは違うんですけど、強く感じさせる作風でい

らしたので、この賞を取られた意義というのはすごく大

きいかなと思っています。それでは林さんにご自身の活

動をご紹介していただきたいと思います。

林葵衣さん
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を使用した作品を作るようになりました。

音声を形にはしているんですけど、音声に限るわけでは

なくて重力、例えば足を踏みしめて歩く時にかかる足の

重さとか、後は運動は身体の動きとか、時間というもの

を形にできないだろうかということを考えながら制作を

進めているので、その制作の方法というのが目に見えな

い存在の形をまず見つけるというところから始まって、

日常生活を改めて見つめるとアイデアの連鎖が起こる。

先ほど今井さんがおっしゃっていたように、支持体は地

球上に無限にある。だから選ぶところから制作が始まっ

ていると思っています。日常生活の中から自然に自分が

掴み取れるものじゃないと、納得いくものが出来ないな

と思っていて。それが見つかればアウトプット出来て、

また次の作品に進めるという形で制作をしています。

妹尾　ROOM1 で展示しているようなタイプの作品につ

いて、詳しく教えて頂きたいです。作り方とか。

林　ROOM1 にはポリエチレン樹脂で作った作品を置い

ているんですけど、長い展示台に塊の樹脂が置かれてい

ます。口の中に樹脂を入れて、口の形を「あ」で型取り

して出していて、左端から 50 音、「あ」から「ん」を

並べて出しているものになります。使っている樹脂は、

ポリエチレン樹脂ですけど、お湯で柔らかくなって水で

固まるというタイプのもので、口の中に入れた時は結構

熱いんですけど、その熱い状態で型取りして取り出して、

水で冷やして洗って固めるというような形で制作してい

る作品です。

妹尾　今までは何か他のものに転写していましたが、こ

れは自分から離れたような感じがしていたのでしょう

か。自分の中で作品が生まれたという、すごくリアルな

形がそのまま出てると思うんですけど、今までのスタン

プを押すとか、プリントして形を版画みたいにするのと

は、少し違うのかなと。

林　そうですね。自分の口の中が 360 度で見ることが

できるのはすごい面白いなと思っています。しかも手に

取れるし、重さも樹脂の重さですけど感じられるし、置

いとくこともできる。置いとくってことは人が触ったり

することもできるし、壁に付いてる状態じゃないものが

出来るというのは、おっしゃる通り独立したものになっ

ていて、少し違うアプローチというのが面白いなと思っ

ています。口紅の作品を作ったからこそ口の奥の事を考

えられたというものでもあって、口紅だと唇の形は結構

分かるんですけど、口の奥でもっと複雑な動きが起きて

いることをアウトプットできないだろうかと考えてこの

作品に至りました。

妹尾　ありがとうございます。作品それぞれの特徴はま

た後で展示の解説の時間があるので、そちらの方でお伺

いしたいと思いますけども、今井さんと林さんが、コラ

ボしてパフォーマンスをされたことがあるということ

で、それを紹介して頂きたいと思います。

コラボパフォーマンス

今井　2021 年、2 年前ですかね。滋賀県に障害のあ

る方のアートと健常者のアーティストの作品を一緒に並

べて展示するギャラリー「ボーダレス・アートミュージ

アム NO-MA」という民家を改造した小さな美術館があ

りまして。そこの企画を頼まれました。障害のある人の

作品で、いっぱい字をびっしり画面に書き連ねるような

傾向の作品も結構あるんですね。現代美術でも、文字を

扱った、あるいは言葉を扱った作品というのが少なくな

い。そういうことで僕自身も文字を使ったりしています

ので、「文字模似言葉 ( もじもじことのは )」という展覧

会を開催したんですね。出展者は、障害のあるアーティ

スト数人と、現代美術家数人です。林さんも文字を造形

化しているわけじゃないんですけれども、文字を切り口

に作品、パフォーマンスをやっているということで、和

風の波打ったようなクラシックなガラスの上に唇拓を表

現されたりしていたわけです。その時初めて口の中を型

取った立体物の作品も展示されていました。その展覧会

の初日にパフォーマンスを行いました。当時コロナの

真っ最中ですから、どこの店に行ってもアクリル板が目

について、アクリル板を使って、アクリル板の向こう側

とこちら側ということで、向こう側に私が居て、手前に、

林さんが居てるわけです。そのまま掛け合いみたいな形

で、別々の事をするんじゃなくて、僕は憲法 9 条の文

章、条文というと長ったらしいイメージがありますけど、

実際字を数えてみますと点と句読点を省いたら、たった

120 字なんです。その活字の一つ一つを発声しながら

向こう側から貼り付けていくわけです。その発音に呼応

しながら林さんが手前から唇で言葉の動きを捉えていく

という、同時進行で呼応し合う形のパフォーマンスです。

林　アクリル越しに私がブチュってやっているこの顔を

今井さんに見られているというのが、私はすごくなんと

も言えない気持ちでやっていました。( 笑 )

今井　でも立場逆にしたら観客に向くので、それを配慮

して観客に背中を向けてやってもらいました。けど僕は

あまり見てなかったですよ。次にどの字を貼るのか一生

懸命でしたから。( 笑 )

林　120 枚。

今井　そうです。120 枚ね。透明の接着剤をつけてア

クリル板に張り付けていくわけですね。

妹尾　これはぶっつけ本番なんですか？

今井　そうです。でもどういう風にするかは、かなり。

林　事前の打ち合わせは、今井さんが小さいアクリル板

を用意してくださって、こういう風に活版を貼っていく

のでって。１回テストはしましたけど、大きいアクリル

は現場で初めてでした。

今井　今回、彼女が展覧会で杉山平一という、詩人の詩

を素材に作品を作っておられますけど、僕自身もですね、

70 年代のル・クレジオというフランスの文学者、その

人の小説を扱って字を重ねて読めなくなるような版画を

作ったり、90 年代には永田耕衣（ナガタコウイ）とい

う人の俳句を 3 文節、5・7・5 ですよね。それを 3 原

色に分けて、ずらして重ねる。そういうシルクスクリー

ンで刷ったような作品とかですね。近年は、既成の文章

を使った作品を作っていますね。そういう点でも林さん

と共通する所があるのかもしれませんね。

林　詩人の方だったり、文学者の方が書かれたテキスト

を使って、自分で考えたテキストとは全く違う形が現れ

てくるなっというのが、私はおもしろいなと思っていて、

全く自分が考えてることとは別の方向から素材を貰えて

いるような。選んでいるのは自分なので、何かしらの引っ

かかりがないと選ばないですけど、選ぶという所から制

作は始まっているのかなとは思いますね。

今井　選ぶと同時に「出会う」ということですね。

林　そうですね。

今井　この展覧会のために尼崎で制作されたということ

ですが、杉山平一という名前は知っていたんですけど、

尼崎と関係が深いということは知らなかったですね。
©️ ボーダレス・アートミュージアム NO-MA
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林　お父さんが工場の社長で、杉山さんもその工場の経

営に携わられていたってことで、壮年期に執筆活動も行

いながら、詩の活動にこの場所で取り組まれた。その事

を、たまたま SNS で知りまして。こんな面白い人がい

るんだということで図書館に行って調べたら、杉山平一

特集みたいな棚があって、そこでいっぱい詩集を見て、

声にまつわる詩が、私が調べただけでも４点近く書かれ

ていてこれはおもしろいなと思って。実際書かれている

テキストも「視覚情報は無くなっても、音声の聴覚の情

報は残っている」ということに注目した詩を沢山書かれ

ていた。日がどんどん暮れていって、この街のポストの

赤とか木の緑が見えなくなっていっても、子どもがは

しゃいでる声とか水を使う音とかを、変わらず聞こえる

ねということを言っている詩があって、すごくなるほど

なということで、制作モチーフとさせていただきました。

今井　考えてみればですね、言葉、文字よりもまず音声

というんですかね、それが一番最初にあるんですね。そ

れを何かしらの形で留めたいということで、記号や文字

が生まれたわけですよね。

林　そうですね。聞こえてくるということはすごく強い

なと。声を発するということもそうですけど、耳はなか

なか塞げないし、入ってくるものも多いなと思います。

私が今井さんと初めてお会いしたのは 2015 年の芦屋

市展なんですけど、その時以来、いろいろな場所で作品

を拝見していて、共通点というとおこがましいんですけ

ど、今井さんが昨年の 10 月に本を出版されていて、そ

の本の中に《円》という映像の作品が掲載されていまし

て、その作品を見たときに「あれ、これなんか私、同じ

ようなことを考えて作ったなー。」みたいな作品があっ

たんです。

今井　映像といっても、何も映っていないんですよね。

黒味のフィルムというものがあって、映画館で映像を映

す時に最初に白い画面にするために黒いフィルムをつけ

るんですね。そこからだんだんと映画が始まっていくよ

うにするわけですけど、その黒味の 16 ミリフィルムに

５ｍｍの穴をパンチで一コマずつ開けていく。1 秒間に

24 コマなので４分ほどの映像作品なんですけど、大変

な作業です。それを劇場みたいな場所で上映する作品で

す。数年前に大阪でインスタレーションの形で展示もし

ました。

林　修了制作では、１ｍ×1m のキャンバスに色を３色

塗って、最後に白色を塗って、この右上のツブツブが綿

棒で、その綿棒に絵の具を溶かす溶剤をしみ込ませて、

絵画の壁面にくるくるって押し当てて回転させて絵具を

取っていく作品なんですけど、その絵具を取った穴を１

点１点撮影して、映像にする作品を作っていまして。こ

の作品を作ったときは、その作品を存じなかったんです

けど、私はこのとき「消す」ことについて考えながら作

品を作っていて、消えたっていうことはどういうことな

のかを考えていたんですけど、今井さんの作品に出会っ

たときに、今井さんの作品自体は穴に何もないみたいな

ところがすごく面白いなと思って、映っているのに「何

にも見えないものを見ている」みたいなところが、「な

るほどそういうやり方があったのか」と思って、すごく

スマートなやり方で何もないことを表現しているんだな

というところで共通点というか近いものを感じました。

今井　僕の場合は、真っ暗な中に穴が空いてるわけです

から、そこを光が通るわけで、明るく映るのはスクリー

ンなんですね。だから言ってみれば丸いスクリーンを四

角いスクリーンの上に作りだしているというような。こ

れは具体時代の昔の作品ですけれども、たまたまベル

ギーで個展をしたときに、小さい部屋があって、そこで

その作品だけを壁いっぱいに映したんですね。その部屋

は床も天井も全部白だったものですから、立体的な空間

自体がスクリーンみたいだということで、アートコート

ギャラリーでも上映展示したんです。ですから、林さん

の行為も一つの映像作品を作るためにやったわけじゃな

くて、こういう作品を作ったことによって、映像が生ま

れたんですね。

林　そうです。

今井　作った作品からどんどん派生した形で別のものに

展開していく、そういうことは僕の場合も多いですね。

制作の中で次の発想が生まれるというんですかね。だか

ら頭の中だけでは出来ないんですね。制作の過程で次の

糸口が見つかる、そういうことも結構多いし、大切かな

と思いますけどね。

妹尾　フィルム、物自体に関心があったということを

おっしゃっていましたよね。だから、映像作品を作りた

いということではなくて、物質そのもの、フィルムとい

うものに関心をもって、ここに穴を開けてみたらどうな

るのか、映像にしたらどうなるのかというように、どん

どん膨らんでいくということでしょうか。

今井　当時、白い四角もしくは不定形の画面に膨らみが

あるような作品を作っていたんですね。その膨らみの頂

点に穴がある作品もあるわけです。何を表現したかった

というと、いわゆる普通のキャンバス、絵というのは

キャンバスの平面の支持体の上に絵の具が乗っかってい

るだけですが、キャンバス自体が膨らむことによって、

表面と「向こう側」を意識するわけですね。また穴が開

いていると、穴の向こう側も意識する。２次元の感覚が

３次元になっていく、そういうことに関心があったんで

すね。だからフィルムにも穴を開けたわけです。なので

それも僕のそういう関心から派生した作品なんですね。

初めから作ろうとしたんじゃなくて日々の制作の中から

生まれてきた作品かなと。作品を作るということは、設

計図通りにできるわけじゃなくて、制作している中から

得るものというのが結構あるんです。だからやっぱり手

を動かしたり色々試したりすることは大事だなと。この

3 年間、コロナ禍で外に出れない、また１０年前に大学

も退任して、あまり外に出かける必要がなくなったんで

すね。週に一度ぐらいしか外出しないですけど、家に居

てる時間に何か思いついたらいろんなことをやったりで

きるので、その間に生まれた作品というのも非常にあり

ますね。中には 5 ～ 6 ヶ月間かかって、知人から提供

してもらった昔のオープンリールの録音テープを巻いて

いって、最初はピンポン玉みたいに、球体がだんだん巻

くことにしたがってテニスボール大になり、やがてスイ

カの大きさになって。僕はもっと大きくしようと思って

いたんやけど、直径２５ｃｍの球体くらいになってくる

と、もう 10kg あるんですよ。最後、巻くのが大変なん

ですね。転がしながら巻いてるという。ここで限度やな

ということでね。初めのイメージは、直径 90cm くら

いにしようとイメージを持っていたんです。それが出来

なかった。やっぱりやってみないと分からないことがあ

るんですね。だからそういう自分の与えられた環境、小

さい家に住んでいたら大きい作品は作れないです。でも、

小さくてもまたおもしろいものができるかもしれない。

それぞれの人の状況や環境によって生まれるものが、皆

それぞれ顔が違うように考えつくことも違うわけですか

ら、いろんなことができるんじゃないかなと僕は思って

いるんですけどね。

継承されていく表現

妹尾　ポートレートを、毎日撮って何十年も続けておら

れる、そういうスケール、時間的に長く取り組んでいらっ

しゃる作品もあると思うんですね。いまだに作っておら

れるんですか？

今井　《デイリーポートレート》という題名通り、毎日

自分の顔写真を撮っているんですね。インスタントの写

真ですからすぐ出てくるわけです。ですから、その日の

日付を余白の所に記して、昨日の写真を持って撮るんで

すね。それをずっと続けて 43 年目かな。最初はそれ

を別に作品にしようとは思わなかったんです。連続的に

ずっと、入れ子状にやっていく。なので、一番最初の１

枚は何も持ってないです。２日目から持つわけですね。

そういう風にしてずっと続けてるわけです。今は、ただ

ただ癖になってね。止められないみたいな。朝起きて歯

を磨くような、そんな感覚ですね。ただ心配なことは、

「最後の１枚」をどうしようかなと。( 笑 ) こないだ毎日

新聞の取材があって、その時初めてポロッと漏らしてし

まったんですけど、実は僕の最後の１枚の写真を持って

ですね、そこからスタートしたいという後継者が現れた

んですよ。そこで僕が思ったのは、アートには完成作、

未完成作とかがありますけれど、どこを完成とするかで

すね。僕の作品は死ぬまでやると。じゃあ死んだ時が完

成か。そうでもないと思うわけですね。

芸術作品というのは、その人の一世一代のものかどうか

ということ。継続されているものがあってもいいんじゃ

ないかと思っています。少し話が変わりますけど、京都

の大文字焼というのがありますね。あれは一つの仏教行

事。作者はいないですよね。



－ 29 － － 30 －

アーティスト・トーク

アートとして作ったものじゃなくて、宗教的な一つの行

事として作られている。でも僕は、山に巨大な字を書く

とか、絵も舟形とかありますけどね。まだ芸術という言

葉がなかった時代から京都の五山で行われているわけ

で。これが毎年夏にあるんですね。そういう「継承され

ていく表現」というのもあっていいんじゃないか、おも

しろいなと思うんですね。絵とは何かというと、最初は

対象を写し取ったもので、それから抽象的なモンドリア

ンのような絵が出てきたりもして。そして絵は筆で描く

ものが、足で描く白髪一雄がいたり、唇で描く林さんが

いたり。そういう自由を許された世界というのが、僕は

アートやと思うんですよ。だから「それやってなんぼに

なんねん」とかそんなことじゃないですよね。今、世の

中が売れるもの、受けるものとかが流行っていますけれ

ども、そうじゃなくてほんとに自由なね。全ての人に分

かるということはないと思いますけれど、分かる人は少

なくとも深く分かる人とね。また、「あーおもろいなー」

言うて、次の日になってもう忘れてるというようなね。

だからアートとは何かということを問いかけるような作

品に、僕は興味があるわけですね。それが具体であった

り白髪さんであったり林さんだったりするわけです。

妹尾　まさに今までになかったものをずっと作り続けて

おられるというのが、お話を聞いていてよく分かりまし

た。だから、具体美術協会って、確立されたもののよう

にあの時代のものみたいなことを、1954 年から 72 年

までしかなかったグループではあるんですけど、その精

神というものは、受け継いでいける。まさに今井さんが

おっしゃったように、別に終わりがなくても良いんじゃ

ないか、誰かがその精神さえ受け継いでくれたら、どん

どんそれが広がっていくし、覚えておいてもらえる。そ

ういう事なのかなと思いました。

今井　そうですね。

妹尾　身近にできることを実践されているということ

で、それが例えば４０年とか積み上がっていくと、継ぎ

たいですというようなアーティストが現れて、一つ大き

なスケールの作品になってくるということだと思うの

で。だからこそ、この白髪一雄現代美術賞も、それを継

いで、今までにないかたちのアートをやってくれるアー

ティストが次々現れてくれたらいいなと思いますね。

林　具体に参加されていた方々が、個人個人ですごく面

白い表現をされていたんだなってことを最近勉強して

やっと分かってきたという感じで、その具体の枠組みっ

ていうものは、お話で聞いたりでしか分からないし、そ

の枠組みのニュアンスがあったんだろうなと、想像する

しかないんですけど、残された作品だったり、作品と作

家さんと共に話を聞いたりすることで、研究していくこ

とはできるなと思っていて、例えば白髪一雄さんが残さ

れた作品とその制作環境も実際の映像が残っています

し、この具体っていうものの中で何が面白かったのかと

いうと、一人一人の作家さんが面白かったんじゃない

かっていう風に私は個人的には考えてて。それはもちろ

ん今井さんもすごく面白い作品をたくさん作られている

し、山崎つる子さん、田中敦子さんとか、白髪一雄さん

もそうですけど、個人個人のされていた作品や活動がそ

れぞれが独特のやり方で残されているという所が私はす

ごく面白いと思っているんですね。

白髪一雄さんについてだと、商店街にご実家があったこ

ととか、呉服屋さんを営まれていたこととか、能をされ

ていたことが個人的にすごく面白いなと思っていて。こ

れも推測でしかないですけど、能の足さばきというもの

は、その作品に影響があったんだろうかとか、ご本人に

聞くことは叶わないですけど。作品タイトルにも能の

演目の作品があって、赤い絵具で描かれていた作品に

《猩々》( しょうじょう ) ってタイトルが付けられていて、

そういうコレオグラフというのか、舞の譜面のようなも

のだったのだろうかとか考えるだけでも面白いですし、

あと写真に興味を持たれていたという所もあるのかなっ

ていうのが、白髪一雄さんの美術展を昔尼崎市総合文化

センターで開催された時の図録を拝見させていただいた

んですけど、ステレオスコープで写真を使って立体視を

試みたことがあるっていうのを知ったんです。身体的な

ことはもちろんですけど、当時近代的な技術を使った作

品にも注目されていたんじゃないだろうかって、知れば

知るほど面白いなと思いますので、より深めていけたら

なと思っています。

今井　白髪さんというと足で描いた絵ばかりではなく

て、初期の作品ではガラスの瓶の中に何か詰め込んだ作

品 (《紅い夜》1956 年 ) とか、ちょっとグロテスクな

作品が結構あって。狩猟に凝っておられたときには、イ

ノシシの皮をキャンバスに貼った上で足で描いたり。吉

原治良さんが「あー、気持ち悪い」って、嫌がってまし

たけど。そういういろんなことをやりながらも最後の方

は白黒だけで足で描いたり、ちょっと寄り道したりする

ことも大切なのかなという感じがしますね。

妹尾　白髪さんは実際にこの「身体性」という意味で素

足で作品の中に入っていって描くというスタイルだった

わけですけど、見る行為にもすごく研ぎ澄まされた感性

をお持ちだったみたいですし、子どもの頃から見たもの

を見たままに描ける、そういう技能に長けていたようで

す。だから逆に見るという行為の大切さを分かった上で、

でも自分としての表現というのは油絵具というものに興

味があって、油絵具の動き、流動性に対して自分がどう

関わっていったら面白いものができるか、という時に

「フット・ペインティング」が生まれたのであって、やっ

ぱり素材との出会いというのでしょうか、気づきとかを

突き詰めていくことによって、自分の作りたいものが開

けてくるのかなと思うんです。さっき林さんがハンコを

押していく、押していったズレが自分の行為であり自分

の表現というお話がありましたけど、白髪さんもペイン

ティングナイフで消していく行為、絵を消していく動き

そのものを絵画化した作品を一時期作っておられたんで

すよね。だから、消し込むとかそういうことが、既に行

為そのものが表現をしているという気付きっていうのと

本当に同じだなって。それは使っている素材、キャン

バスであったり、筆やペインティングナイフであったり

ハンコであったりいろんな素材だと思うんですけど、そ

の消していく行為が表現だというのがすごく面白いなっ

て。いろんな所で共通したりすることが、時代を超えて

もあると思うんですよね。さっきの今井さんの円のくり

抜いた所が作品として表現として成り立つ。ない部分が

あるからこそ、あるものとして認識されるということで

すよね。だから林さんの場合でも、吸い取ったからこそ

中にあったものが見えた。見えなかったものが吸い取っ

たことによって見える。ただその使う素材であったりや

り方は人それぞれあっていいのかなって思います。

展示作品について

妹尾　それでは、今回展示している作品を詳しく林さん

からご説明頂きたいと思います。

林　エントランスに展示させて頂いているのが、《裸足

の地図》というタイトルをつけている作品で、１分の

１スケールの地図を作りたいなということで始めたの

が、この裸足の地図です。これは「私たちのフリーハン

ドのアトラス」という名目で、地図を作るワークショッ

プをされている方がいまして、そのワークショップに参

加した時に「既存の販売されている地図というのは本当

に正しいのか。」みたいなことを考えるところからワー

クショップが始まりました。実際に見たわけでもないの

に、その図に従って私達は歩いて、それを疑うことなく

信じているよねという所から、それをもう少し自分のサ

イズに引き寄せて地図を作ってみませんか、というワー

クショップで。例えば自分の腕何本分でこの建物が出来

ているのかとか、身長何本分の高さがあるのかを測ると

いうワークショップだったんですけど、それがすごく面

白くて。そのワークショップをしたときにこの作品は出

来たんですね。２回目が尼崎で、エントランスで展示し

ているものは阪神尼崎駅から A-LAB に来るまでにある

橋、玉江橋の上を裸足で歩いて、歩いた部分をフロッター

ジュしてそのときの感触をメモするという作品です。和

室の床の間にもお軸のような形で吊るして展示している

んですけど、それは「アウクスブルク広場」という
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尼崎の姉妹都市のドイツにある都市の名前から来ている

広場を転写しています。秋に落ち葉が落ちている状態で

転写をしたので、落ち葉の黄色い色素のようなものも一

緒に転写されていて面白い作品です。窓枠の所にも作品

を展示していまして、A-LAB の隣にある市の坪公園と

いう公園の滑り台だったりベンチだったりをフロッター

ジュしています。見づらいですけど、窓ガラスにも作品

がありまして、これは他のガラス部分にも作品があるん

ですけど、お豆腐の移動販売車がちょうどこの窓枠に

乗って制作しているときに走ってきて、「あ、お豆腐の

移動販売車だ」と思って、「お豆腐の移動販売」という

風に転写をしています。

《Out of the window》という作品なんですけど、窓の

向こうに見えるものとか聞こえてくる音を言いまわすと

いう作品を作っています。

廊下の窓にある作品は、A-LAB の建物自体が元々公民

館で、1 階には西長洲保育所という保育所があって、搬

入しているときもお子さんたちが遊んでいる声が結構聞

こえてくるんですね。「ドッジボールしよう」とか、「お

にごっこしよう」とか、「先生もやろう」みたいな。　

これは ROOM1 の展示で、端から 50 音順に並んでい

まして、「あ、い、う、え、お、か、き、く、け、こ…」

という風に並んでいます。

鑑賞の際には、お手を触れないでくださいとご案内いた

だいているんですけど、やっぱり触っていただくと結構

感じが違うとか重みが分かったり、こんな所に歯形があ

るなってことが分かったりします。ROOM3 で展示し

ているスタンプの作品ですけれど、これもネガポジで白

地に黒と、黒地に白というものがあります。これはカレ

ンダーになっている作品で、アルファベットの英語と数

字のスタンプで作品を作っています。これは数字だけの

作品で、数字の１が左端にあって、右端は３１になって

います。左端から１月は３１日まであるので３１になっ

て次に２月、３月…という風に月の日付が書いてあっ

て、それを 1 回ずつに上と下に押してスタンプの崩れ方

を見ているという作品です。タイトルが「a day in the 

life」、ビートルズの曲名から取っているんですけど、曲

の歌詞の内容自体が「人生の 1 日」という意味で、歌詞

の内容も 1 日の出来事の羅列なんですけど、含みがあっ

ていいなーと思ってタイトルをつけています。

声を 1 回筆記で聞き取って、書き出してその単語を再構

成して窓に自分で言い直した作品が展示されています。

またその先の廊下にも作品があります。廊下の壁が長く

て 15 ｍぐらいあったんですけど、この長さで制作した

のは初めてでした。最長で 8 ｍが、高松の美術館のとき

にあったんですけど、15 ｍはだいぶ長くて、だいぶ口

が痛くなりました…( 笑 )

Ｌ字の壁で喋らせてもらっているのが、尼崎に初めて足

を踏み入れてからいろいろな方に話しかけてもらった言

葉を日記としてつけていて、その日記の内容と、「ヒノ

デ阿免本舗」という阪神尼崎駅の南側にある水飴屋さん

で、町の歴史について聞き取りを行わせてもらって、テ

キストを再構成して、自分で話し直している作品です。

「なかなか水飴は腐らないんです」とか、白髪一雄現代

美術賞の授賞式の時に尼崎市の職員さんから「僕も緊張

すると早口になるんですよ」と言ってもらった言葉で結

構安心したこととか、稲村前市長が「この町は色々な地

層で出来ているんです」という話を聞いたこととかを転

写しています。ヒノデ阿免の女将さんにこの地域のお話

を聞いたんですけど、港に築地という町があって、昔は

そこから北に走る電車が通っていて、その電車に乗って

いた人がよく飴を買いに来てくれてたんだけれど、阪神

淡路大震災で建物が壊れてしまって、区画整理で建物自

体を大通りから外れた場所に建て替えをせざるを得なく

なって、市役所の人達を恨んだというお話を聞きました。

赤裸々にお話してくださって。その時は、今の尼崎城や

図書館がある所に警察署とか映画館とかがあって、賑や

かなものがたくさんあったというお話でした。

妹尾　これが芦屋市展の吉原賞を受賞した作品ですか？

林　そうです。縦長の作品とはサイズが違って、小さめ

のスタンプを使っています。

妹尾　今井さんこの作品、覚えていらっしゃいますか。

今井　あのとき１度見たきりなのでね、「あ、これやっ

たんか。」という感じで。だんだん思い出してきました。

林　今井さんに講評もしていただいて。

妹尾　そこで初めてお会いしたということですね。

林　そうですね。こんなに長いご縁があるとは、あのと

きは思っていなかった。

妹尾　その頃、いろんな公募展に出されていたんですか。

林　そうですね。ことごとく落ちてましたね。あまりに

も落ち続けてつらいので、この人に見てもらいたいなっ

ていう審査員の方がいらっしゃるものに出すようにはな

りました。

今井　あの頃は学生だったんですか。

林　卒業した年で、作家を続けられるかどうか瀬戸際み

たいな時期でした。

今井　大学で教えていたときもいろんな絵があるんです

よね。一生懸命描いている、すごく細かく描いている、

それも一つの評価ですけれど、いろんな事を自由にして

いい、こうでないといけないということはないんです。

かつての芦屋市展のように過激な作品は少なくなりまし

たけど、たまにそういう作品があったりしてですね。芦

屋市展は一つ穴場ではありますね。

妹尾　芦屋で選ばれたときは絵画だったわけですが、今

回和室にも作品を出していて、空間を使いこなす表現に

取り込んでいますね。
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林　そうですね。A-LAB の展示会場自体が自由に作

品を展示できる会場ということもありますし、過去の

A-LAB の展示に床の間で映像を展示された方がいて、

私はじゃあここで何が展示できるだろうなって思ったと

きに、色々な要素を考えた結果、ちょうど縦長の作品

があるし、フィットしていいんじゃないかと思ってこう

したというわけです。元々この樹脂の立体をいつか立て

て積んでいきたいなみたいな、欲求がありまして。縦に

並んだ塔みたいな風にしたいけど、なかなか技術的に出

来ないなと。じゃあガラスの花瓶の中に入れたらどうだ

ろうと考えてこの形になりました。中には「息骨」って

喋っている作品を入れています。近松門左衛門の戯曲の

中で『出世景清（しゅっせかげきよ）』という演目があっ

て、その中で息骨って言葉が出てくるんですけど、それ

は「声」という意味で使っている単語で、すごく面白い

なと思って息骨という単語を喋っています。

今井　今回尼崎で展覧会をするということで、制作され

たんですか。

林　実は、その前から出会っていて。すごく偶然フィッ

トしたんです。私もびっくりして。ちょうど尼崎の現市

長の松本さんが来てくださったときに、「近松門左衛門

は尼崎に由来があって…」という話をしてくださったと

き、驚いたという。元々去年の４月に「息骨に触れる」

というタイトルの個展をしたときに作ったものだったの

で、なんか繋がったなというところです。これは色つき

の樹脂を使っていて、詩人の杉山平一さんが書かれた詩

を全部のセンテンスを一気に読むことは出来ないので、

単語で分けて読んでいるものです。「暗闇の中でどうし

て私の耳に声が届くんだろう」とか、こっちは「声」と

いう詩なんですけど、「夕闇が次々色を消してゆく。木

の緑、ポストの赤、けれども、夕闇は声を消すことは出

来ない。水を使う音、はしゃぐ子どもらの声、僕の歌」

という詩を口に樹脂が入るだけ入れて一息で言えるだけ

の言葉数を言っています。

妹尾　３つ４つの言葉しか言えない？

林　そうですね。最大で５文字ぐらいですね。

妹尾　これはちょうど畳にスポッと入るような形で、空

間に鎮座するような形になっていますね。

林　この什器も ROOM1 の什器も A-LAB のスタッフさ

んが作ってくださって、ほんとにすごいなと。私は樹脂

を置いただけみたいな感じです。これはスタッフさんが

ここで働かれているからこそ出来たのではと思っていま

す。そういう意味でも、現代美術賞、すごくいいなと思

いました。

妹尾　作家さんにプランを出してもらって、A-LAB の

スタッフと一緒に空間を作り上げていくというのが、

A-LAB の面白いところかなと思います。

今井　白髪一雄現代美術賞というのが、いわゆる普通の

彫刻展、絵画展、そういう品評会じゃなくて、いわゆる

プラン、あるいは作家の可能性を見極めるという点で審

査も非常に難しいかと思いますが、いろんな人が顔ぶれ

を替えながら審査に関わっておられるいうことで、イン

スタレーションとかパフォーマンスとか、あるいは音の

作品とか、ジャンルに収まりきらない作品も対象にして

いるという点では、白髪さんも足で描く絵画ではあった

けれども、具体の初期にはパフォーマンスもされてたり

とか、いろんなことをしていました。そういう点で白髪

賞の良さとして踏襲していっていただきたいなと思って

おります。

妹尾　ありがとうございます。そうしましたら、最後に

林さん、今回こうやって個展をしていただきましたけど、

これからこういうことにチャレンジしたいなとか、今気

になっていることとかありましたら、お願いします。

林　はい。先程も少しお話したんですけど、縦に積んで

展示ができたらいいなと思っています。それがもし実現

できた際はぜひまたご覧いただけたらうれしいなと思っ

ています。どういうやり方が出来るか色々実験しながら

になると思いますが。

妹尾　ありがとうございました。それではトークを終了

させていただきます。

1988年京都府生まれ

2013年京都造形芸術大学修士課程修了

主な個展に「息骨に触れる」KUNSTARZT(2022)など多数

第1回白髪一雄現代美術賞受賞

第63回芦屋市展吉原賞受賞

音声をはじめとする身体のふるまいに独自の形を与え提

示している。展示会場での公開制作やワークショップを行

うなど、幅広く活動を展開。

関西を中心に個展、グループ展にて作品を発表。

林 葵衣 ¦ Aoi Hayashi

1946年大阪府生まれ

主な個展に、「NORIO IMAI, “Time Scape”」Axel 

Vervoordt Gallery,香港・中国(2023)、

「今井祝雄の音 − 開廊20周年記念展 Vol. 3」アート

コートギャラリー(2023)など多数

1965年から具体が解散する1972年まで具体美術協会

会員として活動、1970年代には、写真や映像を用いたコ

ンセプチュアルな作品を制作し、野外作品やパブリック

アートも手掛けるようになる。その後も国内外で多くの展

覧会に参加。

今井 祝雄 ¦ Norio Imai

公益財団法人尼崎市文化振興財団 学芸員

尼崎市総合文化センター内に2013年に開設された「白髪

一雄記念室」に準備から担当者として関わる。記念室の運

営の他、同センター美術ホールにおいて「没後10年白髪一

雄 水滸伝豪傑シリーズ」(2018年)、「須田剋太×白髪一

雄 二人の曼荼羅」(2021年)など、白髪一雄の展覧会を企

画、実施。

妹尾 綾 ¦ Aya Senoo
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